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一般演題（口頭発表） 

【第 1日：6月 20 日（土）】 

＜セッション 1・2・3＞ 

 

セッション O1 精神と行動科学（10：30～12：00）メインホール（3階大講義室 4） 

座長：任和子（京都大学大学院） 

 

O1-1  臨床瞑想者指導者育成に向けて 

―瞑想療法を取り入れた研修への初級参加者を対象とする前後比較調査― 

○岩隈美穂 (京都大学)、大下大圓 (高野山大学) 、山本明弘 (京都看護大学) 

 

O1-2  大学柔道選手の自己イメージとレジリエンスの変化が心理的競技能力やスポーツ

競技特性不安に与える影響に関する研究 

○小林好信（千葉医療福祉専門学校）、橋本佐由理（筑波大学） 

 

O1-3  看護師が仕事で承認をうけることと本人の認識するやりがい、精神的健康の関連   

○緩詰由紀子（医療法人 明和病院）、中野博子（人間総合科学大学大学院） 

 

セッション O2 看取りと行動科学（10：30～12：00）会場 1（3階大講義室 3） 

座長：中木高夫（天理医療大学） 

 

O2-1  妊娠出産育児の連続性 

―周産期の生と死に向き合う出産介助者のナラティブ―   

○岡いくよ（関西学院大学社会学研究科） 

 

O2-2  介護施設における職員の看取りに対する意識調査 

○幡本真一（おおはら雅の郷）、中山良子（おおはら雅の郷） 

小林達生（おおはら雅の郷）、宮原奈津子（おおはら雅の郷） 

平英美（京都看護大学）、中島優子（京都看護大学） 

 

O2-3  ターミナルケアに対する職員の認識に関する研究 

―看護職・介護職の連携に焦点をあてて― 

○中島優子（京都看護大学）、平英美（京都看護大学）、 

幡本 真一（おおはら雅の郷）、中山良子（おおはら雅の郷） 

宮原奈津子（おおはら雅の郷）、小林達生（おおはら雅の郷） 
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セッション O3 異文化の行動科学（10：30～12：00）会場 3（2階大講義室 2） 

座長：本庄恵子（日本赤十字看護大学） 

 

O3-1  病院内ピアサポート活動の継続性を支える諸要因 

非医療専門職者を含めた連携可能性の探求     

○鷹田佳典（早稲田大学） 

 

O3-2  外国人患者を看護する中で看護師が抱える困難について 

○天見陽香（神戸大学大学院保健学研究科） 

上杉裕子（神戸大学大学院保健学研究科） 

 

O3-3  中国人妊婦の食生活についての実態調査 

―２国間の妊婦の食事に対する意識の違い― 

○原田沙紀(医仁会武田総合病院産婦人科病棟)  

松本典子(医仁会武田総合病院産婦人科病棟) 

中村弘美(医仁会武田総合病院産婦人科病棟)  

岡本道子(医仁会武田総合病院産婦人科病棟) 
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一般演題（口頭発表） 

【第 2日：6月 21 日（日）】 

＜セッション 4・5・6・7＞ 

 

セッション O4 患者・家族の行動科学（9：00～11：00）メインホール（3階大講義室 4） 

座長：小田和美（札幌市立大学） 

 

O4-1  糖尿病患者の心理特性と食や運動を中心とした生活習慣との関連 

○橋本佐由理（筑波大学）、樋口倫子（明海大学） 

向笠京子（洗足こども短期大学） 

 

O4-2  ２型糖尿病患者における歩行運動実施の要因について 

〇井手段幸樹(群馬大学大学院保健学研究科) 

岡美智代(群馬大学大学院保健学研究科) 

及川麻希(群馬大学医学部附属病院) 

 

O4-3  関節リウマチ患者の身体症状と精神症状の関係 

○宇多雅(京都大学大学院医学研究科人間健康科学) 

任和子(京都大学大学院人間健康科学) 

 

O4-4  脳卒中患者家族の不安と看護師の退院支援に関する研究 

○森英里奈(神戸大学大学院保健学研究科) 

上杉裕子(神戸大学大学院保健学研究科) 
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セッション O5 メンタルヘルスと行動科学（9：00～11：00）会場 1（3 階大講義室 3） 

座長：元村直靖（大阪医科大学） 

 

O5-1  通院中のメンタルへルス不調患者が抱える疑問と困りごと 

○谷口清弥（四條畷学園大学）、塩谷育子（くらしき作陽大学） 

山口豊（東京情報大学）、上田敏子（愛媛大学） 

 

【O5-2 の演題は発表者のやむを得ない事情で取り下げになりました】 

O5-2  統合失調症患者の再入院に至るセルフケアの困難に関する研究 

○脇坂直隆（社会福祉法人 青祥会 セフィロト病院） 

 

O5-3  精神科病院認知症専門病棟における認知症高齢者の前向き 1 年間の転倒経験と

Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia の関連 

○三林聖司(京都看護大学看護学部) 

 

O5-4  全国看護系大学における精神科救急医療についての教育に関する調査 

―精神科救急医療についての講義および精神科スーパー救急病棟での精神看護

学実習に関する考え― 

○川村晃右（同志社女子大学）、山本明弘 （京都看護大学） 
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セッション O6 語りからひもとく行動科学（9：00～11：00）会場 3（2 階大講義室 2） 

座長：中川晶（奈良学園大学） 

 

O6-1  災害ボランティアを経験した、不登校、高校中退経験者のライフストーリー研究 

○林哲也（筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

橋本佐由理 （筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

 

O6-2  「医学的に説明されない症候群」における、当事者間での症状の推察 

－化学物質過敏症患者の語りの分析から－ 

○景山千愛（京都大学） 

 

O6-3  パーキンソン病患者会の参加からみた療養状況や疾患に対する受け止めの変化に

ついて 

○花家 薫（神戸大学大学院）、藤田裕一（大阪府立大学大学院） 

萬谷和広（大阪南医療センター）、平岡昌典（平岡歯科クリニック） 

梓川 一（関西学院大学） 

 

O6-4  難病患者会の存在意義の探究 

―質的調査の本質的意味の考察とともに― 

○梓川一（関西学院大学）、藤田裕一（大阪府立大学大学院） 

萬谷和広（大阪南医療センター）、花家薫（神戸大学大学院） 

平岡昌典（平岡歯科クリニック） 
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セッション O7 業務改善の行動科学（9：00～11：00）会場 4（1階中講義室 4） 

座長：山崎久美子（防衛医科大学校） 

 

O7-1  産科混合病棟に勤務する助産師の業務環境と業務内容の実態 

○出石万希子 （聖泉大学看護学部看護学科） 

 

O7-2  各検査室での急変に速やかに対応できる救急カートの整備 

○岡田裕子（京都府立医科大学附属病院放射線科・救急医療部） 

大秦恵子（京都府立医科大学附属病院放射線科・救急医療部） 

平松美奈子（京都府立医科大学附属病院放射線科・救急医療部） 

 

O7-3  新生児看護ケアのレベル向上と、看護師のやりがいにつなげる取り組み 

○柳茂香（京都府立医科大学附属病院周産期 NICU） 

 

O7-4  病棟での２年目看護師育成プラン構築に向けて 

○宮島千恵（京都府立医科大学附属病院看護師） 
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一般演題（ポスター発表） 

【第 2日：6月 21 日（日）】 

＜セッション 1・2・3・4・5＞ 

 

セッション P1 支援を導く行動科学 1（11：10～12：25）1 階看護の智協働開発センター 

座長：吉岡隆之（奈良学園大学） 

 

P1-1  在日外国人留学生の健康認識と健康行動および国民健康保険の認識 

―地域を含めた保健支援体制の検討― 

○立川茂樹(近大姫路大学)、新谷奈苗(近大姫路大学)、金城夏樹(合志病院) 

大濱恵美子(奈良学園大学) 

 

P1-2  成人女性に対するヨガの肩こり感改善および健康関連 QOL（HRQOL）向上効果 

○藤原桜（神戸常盤大学保健科学部看護学科） 

尾﨑雅子（神戸常盤大学保健科学部看護学科） 

山本正子（山本ヨガ研究所）、春木裕美子（山本ヨガ研究所） 

 

【P1-3 の演題は発表者のやむを得ない事情で取り下げになりました】 

P1-3  日本の精神医療の脱施設化はポジティブであるべきか  

―なぜ、今、改めて Japan as NO1 というのか― 

○真柄希里穂（種智院大学人文学部） 

 

P1-4  いじめ加害者へのカウンセリングの可能性を模索して 

○杉山雅宏（東北薬科大学） 

 

P1-5  患者・家族の希望のミメーシス 

―ある作文コンクール受賞作品からの考察― 

○石岡桂子（青森中央短期大学） 
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セッション P2 支援を導く行動科学 2（11：10～12：25）1 階看護の智協働開発センター 

座長：諏訪茂樹（東京女子医科大学） 

 

P2-1  乳がんに対する意識と行動 

―女子学生へのアンケート調査からの一考察― 

○黒谷万美子(愛知学泉大学) 

 

P2-2  保健指導の効果をめざした「禁煙を阻害する要因」の検討 

―Text Mining Studio での分析― 

○金城夏樹(合志病院)、新谷奈苗(近大姫路大学)、立川茂樹(近大姫路大学) 

 

P2-3  重症下肢虚血から潰瘍の治癒遅延をおこした透析患者へのアプローチ 

―シャボンラッピングを導入し足病変が改善した 1事例― 

○谷本千秋（野洲病院） 

 

P2-4  就職直後のバーンアウトがその後のリアリティショックの認知に及ぼす影響 

○岡本響子（奈良学園大学）、岩永誠（広島大学大学院総合科学研究科） 

 

P2-5  臨地実習受け入れ病院におけるスタッフの学生受け入れに対する認識 

―KJ法を用いた面接データの分析より― 

○引谷恵子（JCHO 高岡ふしき病院）、原元子（金城大学）、下田裕子（金城大学）           

一ノ山隆司（金城大学） 
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セッション P3 高齢者の行動科学（11：10～12：10）1 階看護の智協働開発センター 

座長：梓川一（関西学院大学） 

 

P3-1  高齢者の運動と主観的幸福感 

○大浜恵美子（奈良学園大学）、新谷奈苗 （関西国際大学） 

立川茂樹（関西国際大学） 

 

P3-2  市町村保健センターの「健康サークル事業」に参加する高齢者の主観的幸福感 

○新谷奈苗(近大姫路大学)、 大濱恵美子(奈良学園大学) 

立川茂樹(近大姫路大学) 

永岡裕康(元早稲田大学大学院情報生産システム研究科) 

金城夏樹(合志病院) 

 

P3-3  高齢で一人で暮らせない人たちの選択 

―ラオスの事例から― 

○松原みゆき（一般社団法人フッフール） 

 

P3-4  高齢者看護学実習へ『聞き書き』を導入して 

―学生が実践した『聞き書き』による「語り」の効果― 

○下田裕子（金城大学）、原 元子（金城大学） 
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セッション P4 ストレスマネジメント 1（11：10～12：10）1 階看護の智協働開発センター 

座長：森谷満（北海道医療大学病院） 

 

P4-1  内心と行動の観点からみる労働者のレジリエンスについて 

○伊藤千春（一般財団法人京浜保健衛生協会）、橋本佐由理（筑波大学大学院） 

 

P4-2  乳幼児をもつ母親のウェルビーイングに関する検討 

―母親の自己イメージや支援認知、被養育体験との関連― 

○眞﨑由香（茨城キリスト教大学）、橋本佐由理（筑波大学） 

 

P4-3  年代別にみた外来患者の心理的ストレス過程 

○山崎久美子（防衛医科大学校）、逸見 功 （日本赤十字看護大学） 

 

P4-4  成人女性の月経随伴症状と慢性ストレス源認知及び悪循環的対処行動の関連 

○蓮井貴子（筑波大学）、橋本佐由理（筑波大学） 

 

セッション P5 ストレスマネジメント 2（11：10～12：10）1 階看護の智協働開発センター 

座長：岡美智代（群馬大学大学院） 

 

P5-1  顔表象による視覚刺激を用いたストレスマネジメントの予備的介入 

○相木彩子（筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

 

P5-2  大学生のレジリエンス促進のための電子自己学習システムの有効性 

○樋口倫子（明海大学）、杉浦雄策（明海大学）、星野伸明（明海大学）  

橋本佐由理（筑波大学） 

 

P5-3  SNS を利用したプレメディカルケア構想による大学生の健康・体力づくり 

○杉浦雄策（明海大学不動産学部スポーツ科学） 

樋口倫子（明海大学外国語学部教職課程） 

 

P5-4  聴覚障害学生支援をとりまく課題に関する文献的検討 

○磯田恭子（筑波大学大学院人間総合科学研究科）、橋本佐由理（筑波大学） 

 


